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　 市内の不登校児童生徒の出現率は依然と し て高い。 学校においては教室に入れない
児童生徒のための第2の教室、 市全体と し ては子ども 家庭支援センタ ーや主任児童委
員、 教育相談室と 学校と の連携や、 訪問指導などの適応指導教室の事業の拡大などを
十分に検討し 、 少し でも 不登校気味の児童生徒の学習の権利と 健全な育成を図る必要
がある。
　 総合教育会議では、 成果を上げている新町中学校長や第三中学校長、 学校に寄り 添
い懸命に取り 組んでいる子供家庭支援センタ ー、 教育相談に尽力し ている教育相談
室、 学校への適応指導に取り 組んでいる適応指導教室の担当者などを招いて話を聞
き 、 施策の充実のために市長と 教育委員と で課題意識を共有するこ と から 始めたい。

①今後プール活動をどう するかは、 必ず議題にあげなければなら ず、 費用も 時間も 大
き く 関わる問題であるため、 先送り でき ない。 委員会設置も 含めて検討し ていく 必要
がある。

②人口減少と 少子高齢化は簡単に解消でき ないため、
今後海外から の日本への人が入っ てく ると いう 流れはと めら れない。
また、 他人種の人たちと 関わっ ていく こ と は
今後国際社会で生き ていく スキルを身につけさ せてく れる経験であり 有用であると 思
う 。
そう いう 環境を整えていく 足がかり の議論をし ておく 必要がある。
そこ には教師の語学力、 講習など、 日本語教育が必要な生徒の割合の把握など
現状をリ サーチし ておき 準備が必要である。
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教育を青梅の魅力の一つにするために 訪問型家庭教育支援チームの体制を作る

　 商店が店をたたみ、 子ども 達の数が減り 、 若い教員が集まら ない、 暗い話が漂う 青
梅。
　 「 自然が魅力」 だけではどう にも なら ないなら 、 今現在良い面をも っ と 伸ばすこ と
で全体が上がっ ていく と いう 、 ある意味教育的と も いえる手法から 以下の2点を考えま
し た。

1. 音楽
　 「 吹奏楽やり たい子は青梅へ」 を合言葉に、 市内中学校吹奏楽部の活動をも っ と 支
援し 、 市の自慢と し てPRし ても っ と 注目さ れる存在に。

2. 特別支援教育
　 長い間、 先進市と し てやっ てき た青梅市に、 世の中の流れが追い付いてき た今、 こ
れから の方向性をし っ かり 考え、 次のステッ プに進み、 誰も がその子に会っ た教育を
受けら れる真のイ ンク ルーシブを青梅の自慢にし 、 あえて「 点数」 以外のと こ ろ で勝
負し ては。

 保護者が子育ての不安や悩みを持ちながら 、 地域で孤立し てし まう と 、 子育ての課題
を保護者が抱え込んでし まう こ と になり ます。 児童虐待のよう な深刻な問題につなが
るリ スク も 高く なり ます。 し かし 、 一般的には、 悩みや課題を抱えた保護者は、 家庭
生活に余裕がないこ と も 多いため、 自ら 保護者向けの学びの場や相談の場などに足を
運ぶこ と は難し いと 考えら れます。
　
 訪問型家庭教育支援は、 地域の子供は地域社会全体で育てると いう 考え方に立ち、 地
域の人材を活用し た家庭教育支援チームが家庭に支援を届け、 保護者への支援を通じ
て子供の育ちを支えていく こ と を目的と し ています。

　 具体的には、 家庭の孤立化を防ぎ、 家庭教育に関わる問題の発生予防や早期発見に
つなげると と も に、 チーム員が保護者の話を聴く こ と による家庭教育に関する悩みや
不安の解消や、 保護者が学びの場などの拠点につながるこ と を支援し たり 、 不登校を
含む専門的な対応が必要な問題に対し ては専門機関の支援につなげるこ と が、 訪問型
家庭教育支援の重要な役割です。 チーム員が専門的な知識を持っ て保護者を教え導く
と いう
より も 、 保護者と 同じ 目線に立っ て寄り 添う こ と に意義があり ます。

不登校児童生徒の自分探し を支援するために
①学校のプール指導の今後
②多様化し ていく 人種に対応し た学校のあり 方
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